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NPO法人がん医療研修機構
（予定）：日本医師会、日本癌学会、日本癌治療学会、日本臨床腫瘍学会、日本病院薬剤師会、東京都病院薬剤師会、

日本薬剤師会、日本薬学会、日本医療薬学会、日本がん看護学会、日本緩和医療学会、日本放射線腫瘍学会、
日本放射線技師会、日本臨床衛生検査技師会

●日本緩和医療薬学会、日本薬剤師研修センターによる単位が交付されます。

1．シンポジウム1 各がん種と個別化治療
（1）肝がん

肝がんの個別療法
古瀬　純司（杏林大学医学部）

（2）泌尿器がん
個別療法の現状

戸谷　　渡（がん研有明病院）
（3）乳がん

個別化治療と副作用対策
岩田　広治（愛知県がんセンター中央病院）

2．特別講演1 がん治療におけるDDS 共催：日本化薬株式会社

松村　保広（国立がん研究センター東病院）

3．ランチョンセミナー 共催：ティーアンドケー株式会社

がん治療を支える口腔ケア ─多職種連携による取り組み─
茂木　伸夫（がん・感染症センター都立駒込病院）
池上由美子（がん・感染症センター都立駒込病院）

4．総会・ 海外視察研修報告

5．特別講演2 胃癌化学療法における最近の進歩
共催：中外製薬株式会社

陳　　勁松（がん研有明病院）

6．シンポジウム2 個別化治療とチーム医療
（1）個別化治療とは何か

平家　勇司（国立がん研究センター中央病院）
（2）治療選択にバイオマーカーが果たす役割

藤田　健一（埼玉医科大学国際医療センター）
（3）個別化治療とチーム医療

高橋　俊二（がん研有明病院）
（4）症例から学ぶ

─ か─
裕美（昭和大学病院ブレストセンター）

7．副作用対策　難治性下痢の看護
川原　裕美（横浜労災病院）

8．新薬アップデート ドラッグデリバリーシステム
横山　昌幸（東京慈恵会医科大学）

プログラム

テーマ：個別化治療とチーム医療　─オーダーメイドで最大限の治療効果を発揮するためには─



参加申込書
ご参加いただける場合は11月4日（金）までに下記必要事項にご記入後、FAXにて出席のご連絡をお願いいたします。

なお、参加票など折り返しのご連絡はありませんので、当日はこのチラシをご持参の上、直接会場受付までお越しください。

FAX 03-3573-2062
ふ り が な

病院 ●その他
医院

会員・非会員

要・不要

所属

お 名 前

ご 所 属
施 設 名

電 話 番 号 （　　　　　　）

（　　　　　）

ー

「がん医療研修機構」の会員・非会員をお示し下さい。

「日本緩和医療薬学会」の認定シールは必要ですか。

要・ 不要「日本薬剤師研修センター」の受講シールは必要ですか。

○をつけて下さい。 医師・薬剤師・看護師・その他

【個人情報の取扱について】
ご記入頂きました個人情報は、本セミナーの参加者の確認のため共催および関係者のみで使用し、その他の第三者に提供することはありません。
適切な安全管理措置にて保管し、使用目的達成後にはすみやかに廃棄いたします。

●地下鉄都営新宿線・東京メトロ半蔵門線神保町駅
（A1出口）下車徒歩3分
●地下鉄都営三田線神保町駅（A8出口）下車徒歩5分
●東京メトロ東西線竹橋駅（北の丸公園側出口）
下車徒歩5分

●東京メトロ東西線九段下駅（6番出口）下車徒歩7分 
● JR総武線水道橋駅（西口出口）下車徒歩15分 

お問い合せ先

「NPO法人がん医療研修機構」事務局　担当：水沼　等
〒105-0004東京都港区新橋2-20 新橋駅前ビル1号館
TEL：03-3575-0181　　FAX：03-3575-4748
E-mail：h_mizunuma@kk-kyowa.co.jp
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